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専門家による効率的な検証を依頼するには、以下の情報が必要です。

※平面図の他、立面図や仕上表（しあげひょう）などの図面もあれば、併せて専門家に提供してください。

□本リーフレット（各チェックの回答結果や P.1 の住所等を記載したもの。コピーでも可。）
□図面※
□建物調査写真（チェック６）

　天井裏や床下がのぞける場合には、のぞける範囲で撮影してください。カメラを取り付けて
撮影ができる棒（いわゆる自撮り棒）などを用いると比較的容易に撮影が可能です。

６．柱とはりの接合部の接合金物

　上記の他、劣化・腐朽している箇所や、特に気になる不具合がある箇所があれば、写真や
コメントなどを付けて貼付してください。

８．その他

　天井裏や床下がのぞける場合には、なるべく筋かい端部の状況も撮影してください。
７．筋かい端部の接合金物

※以下のような部分からのぞくと確認しやすくなっています。

　なお、天井裏や床下から確認する場合、外壁部分の接合金物は外壁の外から取り付けられ確認しづらいことも
多くあります。そのため、特に外壁に面していない柱の接合部を確認してください。

押入れ天袋上 床下点検口 天井点検口
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該当せず

該当

専門家による検証が必要

（詳細な診断）

効率的な検証を希望

合わない
図面がない

OK

ステップ１

（参考）

「所有者等による検証」

ステップ２
「専門家による効率的な検証」

現場調査なし（所有者等による建物調査を活用）

一般診断法に準じた方法
・壁の耐力、接合部金物仕様、壁配置、劣化状況に
   ついては、所有者等による建物調査に基づいて
   審査。
・確認ができない仕様・条件（外壁・内壁仕様、床仕様
   等）は、予め入力値を設定。

評点 1.0 未満

1.0 以上 1.5 未満：一応倒壊しない
1.5 以上                 ：倒壊しない

耐震改修を推奨

新耐震木造住宅検証法のフロー図

評点 1.0 以上

評点
1.0 未満

評点
1.0 以上

専門家による現場調査あり

専門家による耐震診断

耐震診断
一般診断法又は精密診断法

＜所有者等による
　追加の建物チェック＞

合う

専門家に調査結果を提供

対象（適用範囲）
・昭和 56 年 6月以降、平成 12 年 5月までに建築された木造住宅
・在来軸組構法の住宅（基礎はコンクリート造）
・平家建て、または２階建て（全ての階が木造） 対象外

所
有
者
等
が
実
施
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
）

一応倒壊しない

1.0 以上 1.5 未満
　：一応倒壊しない
1.5 以上：倒壊しない

チェック１　平面及び立面形状
チェック２　接合部金物の仕様
チェック３　壁の配置バランス
チェック４　劣化状況

判断

チェック５
図面と建物の整合性確認

チェック６
　建物の各部位写真撮影


